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情報管理課受入掛 後 藤 慶 太
　さて、商船大としては新学期に間に合うよう開館
したいということだったので、この日は閲覧室の方
から片付けることになった。まずは雑誌のコーナー
から始めたのだが、こちらはすんなりと片付いた。
しかし図書の方はそうはいかない。普段書架に整然
とならんでいる時は、本というのはそれほどたくさ
んあるとは思わなかったけれど、こうして見るとず
いぶんたくさんあるんだなあ、などと本の山を見な
がら変な感心をしてしまった。ともかく足元の本を
拾ってみる。そうしてぼつぼつと本を集め、部屋の
隅に積み上げて行き、倒れた書架を起こしていくと
いう作業の繰り返レ）はたしていつ終わるのかしら
とおもいつつも夕方までにはあらかた片付き、よう
やく閲覧室全体が見渡せるような状態になった。
　帰り際あらためて街の風景を見回した。すべてが、
だれかの描いた抽象画の中の風景のようだ。だがこ
れはだれかの心の中を描き表したのではなく、現実
の姿なのである。前口に強い余震があった。この日
の作業中にも一度余震があった。空を飛び回るヘリ
コプター、サイレンを鳴らしながら行く救援車。不
安な気持ちになってくる。一体ここはどこの国なん
だろう。安穏とした口々を送っている私ではあまり
に空々しくて、軽すぎて、「がんばって」なんて言
えはしなかった。
　（商船大図書館に対する支援は、1月26日から30
日までと2月16日から24日までの2度にわたって行
われた。私も2月20日に再訪したが、その時は閲覧
室には書架が備わり、本もおおざっぱではあるが配
架されていた。書庫も本や書架がいったん取り除か
れ、次の作業に移れる状態になっていた。ボランテ
ィァとおぼしき学生も何人か参加しており、順調に
復旧しているように見えた。被害について正確なこ
とは把握していないが、振れてしまって使い物にな
らない書架が数個あったほか、破損してしまった本
も作業中しばしば見かけた。それにしても図書館は
地震にたいしては全く無防備である。これは京大図
書館とて同じであり、もし利用者のいるときに大地
震に見舞われたらどうするか、といったことも視野
に入れて図書館作りを進めていかねばならないと思
う。）
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